
 

散りそびれた紅葉に舞い降りるひとひらの風花に冬の到来を感じる時季とな 
りました。今年はインフルエンザの流行の時期が早く、また１２月から厳 
しい寒さが来るとの予報がありますので服装や体調管理にご留意ください。 

   さて、先月の学習発表会は、大勢の方にご来館を賜り盛況裡に終了いた 
  しました。ご多用の中お越しくださいまして誠にありがとうございました。 

いよいよ年の瀬慌ただしい師走が始まります。皆様の日頃の温かいご支 
  援とご協力に感謝を申し上げますとともに健やかな新年を迎えられますようお祈りいたします。 

 

2025 まとがた
第３７３号

令和7年
姫路市立的形公民館

12月 公民館だより
姫路市的形町的形１３５８－４

☎(Fax)(079)254-3293
E-mail:matogata@hi-net.city.himeji.hyogo.jp 休館：月曜日 文責　三木裕之

礒山の椿とメジロ

日 曜 　　　 行 事 予 定

2 火 季節のはがき絵教室

3 水 手描き友禅  こども書道教室

4 木 洋裁

5 金 なかよしランド 　自彊術　茶道教室１

6 土 太極拳　茶道入門A・B　手芸　こども書道

7 日 落語会 　　　　　　　　　連合自治会

９ 火 お話の会 　ハワイアンフラ　里山会

１０ 水 まとがた広場 こども書道 あげは 民生委

１１ 木 健康体操　洋裁  文化箏

１２ 金

１３ 土 書道・こども書道  囲碁  里山会　手芸

１４ 日 手作りパンB・A　着物着付教室

１６ 火 スマホ教室 　季節のはがき絵教室

１７ 水 こども書道

１８ 木 健康体操　洋裁  

１９ 金 的形小６年お茶会 茶道１ 童コーラス　自彊術

２０ 土 太極拳　茶道２・３　パソコン　こども書道

２１ 日 クリスマスコンサート

２３ 火 ハワイアンフラ　里山会

２４ 水 あげは

２５ 木 健康体操　文化箏

２６ 金 童コーラス　

２７ 土 太極拳　パソコン　囲碁　書道・こども書道

２８ 日 休館日

３０ 火 休館日

３１ 水 休館日

月曜日は休館日の為 記載していません。
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クリスマスコンサート♬ 
１２月２１日（日） 

開場１２時３０分 

開演１３時 

的形公民館２階会議室 

カルテット はなみずき 

〇ラデッキー行進曲        J・ｼｭﾄﾗｳｽ 1世 

〇ジャズ組曲「ワルツ」      ｼｮｽﾀｺｰｳﾞｨﾁ 

〇カルメン第１組曲       ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ 

〇人生のメリーゴーランド   久石 譲 

〇リベル・タンゴ          ｱｽﾄﾙ･ﾋﾟｱｿﾗ 

〇ポール・ウナ・カベザ     ｶﾙﾛｽ･ｶﾞﾙﾃﾞﾙ 

〇彼方の光            松村崇継 

〇アイ・ドリーム・ア・ドリーム ｸﾛｰﾄﾞﾐｼｪﾙ 

〇ホールニューワールド    Ａ・ﾒﾝｹﾝ 

Program 
～弦楽四重奏の生演奏～ 

～１月の健康講座のお知らせ～ 

☆やさしいヨガ☆ 健 康 講 座 

ヨガが初めての方でも 
大丈夫ですよ！ 

１月９日（金）  

10:00～11:00 
２階会議室 
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ HARU 

１月１８日（日） 
10:00～11:00 
２階会議室 
小林 優二 先生 
こばやし鍼灸接骨院 

実際にお灸をします 

無料

無料

無料

観覧ご希望の方は的形公民館☏２５４－３２９３ 

までご連絡をお願いします。 

当日のお申し込みはご遠慮ください。 



 

的形の郷土史その七 
別所長治公と的形その弐 

照子肖像（三木市法界寺蔵）

空頼坊の墓

お 話 の 会 ま と が た 広 場 なかよしランド 

１２月５日（金） 
午前１０時～ 
（申込不要） 
的形公民館２階 
おもちゃでの自由遊び、 

ｼｱﾀｰあわてんぼうの 

サンタクロウス 

１２月９日（火） 
午前１０時～ 
的形こども園 
講師 樋口尚子先生 
（姫路おはなしの会） 

～的形こども園に 
お申込み下さい～ 

１２月１０日（水） 
午前１０時～ 
的形公民館２階 
（申込不要） 
講師 稲田尚子先生 

（司書） 

クリスマス会ほか 

坂の山ご来光拝観一日
ついたち

登山 

１２月１日（月）  
集 合 柳池公園 
出 発 午前６時２０分  
日の出 午前６時５０分 

申込不要 
的形ふるさと里山会が引率 

令和八年新年ご来光遥拝登山 
令和８年１月１日早暁 

集合受付場所 柳池公園 

出 発 時 刻 午前６時３８分 

日の出時刻 午前７時 ８分  

～お神酒とお菓子の振る舞いあり〼～ 

一方、的形には古くから伝わる「空頼坊の墓」という史 
跡がある。礒山の中腹に土塀を巡らした中に五輪の塔があ 
り、その横の墓名は「大神宮世義寺内権大僧都 法印 空 
頼院」と書かれている。また、海嶽寺の過去帳には、右の 
とおり寛永十一年戌(1634年)七月二十二日に「當山鎮守空 
頼大明神 法號ハ権大僧都空頼良譽上人」との記載がある。 
ここからは想像であるが、「空頼法師」と名付けられた 

右の古文書は、姫路市木 
場三木家（本三木家）所蔵 
の「別所長治公とその子孫の系図」の中の巻頭から弟友之、治定二人の記述を除き「長治公の正室
の子四人」が書かれているところを抜粋したものである。（枠囲み部分） 
注目すべきは、四人目の子供の記述である。他の三人はそれぞれ法名（妙竹、布西、明千）など

が書かれているが、竹松丸にあたるところが名前を伏せ「空頼法師」とだけ書かれている。 
 乳飲み子であった竹松丸（満１歳）は、長治公の懇願か妻照子の遺志かは不明であるが、当時別
所氏の別当として働いていた野脇新三郎とその妻で竹松丸の乳母らによって密かに三木城から落
ちていったとの伝説がある。今から４４５年前の流離譚であり、真実は誰にもわからない。 

長治公の二男「竹松丸」は、的形の伝説の人物である上記の「空頼坊」であり「空頼 
良譽上人」と同一人物ではないだろうか、という思いを抑えることができない。 
本紙９月号で長治公の側室「於松の局」が久米五郎ら家来とともに三木城から福泊 

村に落ちのびた顛末を記載したが、「竹松丸」と野脇新三郎ら家来や乳母も同じ伝手 
を頼って、ともに福泊村に落ちのびたのではないかと考えても不自然ではない。 
彼ら落人たちが逃亡先に福泊村を選んだ理由としては、当時の福泊村には、例えば 

側室あるいは重臣の生家があるなど、何かの縁故があったと考えられ、また、羽柴方 
に密告があっても不思議ではない時代において、羽柴秀吉の追討からこれらの落人を福泊の村全体
で守り通すべき何らかの深い訳があったと推測できるのである。 
福泊村で成長した「竹松丸」は、やがて海嶽寺に預けられ、豊臣から徳川に移り行く時代の中で

別所長治公の嫡子ということを明かすことなく僧侶としての一生を全うしたのではないだろうか。 
海嶽寺の過去帳から死亡年齢を推定すると享年五十七歳にな 
り、年齢からもこの推測は無理がないと考えられるのである。 
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「諸ともに消え果つるこそ嬉しけれ遅れ先立つ習ひなる世を」 
（夫婦とはいえ死ぬのは後になり先になることが世の常だというのに、私は夫
と一緒に死ねるのが嬉しい）この句は別所長治公の正室照子（丹波国篠山城
主波多野丹波守秀忠の娘）が詠んだ辞世の句である。 
天正八年辰(1580 年)正月十七日、羽柴秀吉との三木合戦に敗れ、別所一

族は自害して滅亡したのであるが、このとき長治公と正室照子の子で亡く
なった者は、当時五歳の竹姫（長女）、四歳の虎姫（二女）、三歳の千代
丸（嫡男）、二歳の竹松丸（二男）であった。（出典 別所長治記） 


